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!
補題 3. 向き付けられた充足な結び目 K に対して，B(J(K; r)) ≥ B(J(Kr)) が成り立つ． 

!
　最後にサテライト結び目に関する結果を述べる．まずはサテライト結び目を定義する．
サテライト結び目を構成するには ST 内にあるパターン P と S³ 内のコンパニオン C を考え
る．P が入っている ST を C の近傍に埋め込む．P の像を Sat(P, C)と書き， P と C のサテラ
イト結び目という． 

　サテライト結び目のJones多項式は C のケーブル結び目の言葉で下記の定理のように書け
る．但し，その前に ST でのKauffmanブラケットを定義する．通常の結び目の図式 D に対
してKauffmanブラケット ⟨D⟩ は次のように定義される [2] ： 

"  
　同様に，今度 ST 内の結び目のアニュラスへの射影 D に対してKauffmanブラケット ⟨D⟩ST 

は次のように定義できる： 

"  
ここで， "  はアニュラスの中心を表す．この定義を用いると ST 内のJones多項式が次のよ
うに得られる： 

!
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  . !!
先ほどと同様に， w(D) は D のwritheである． 

　JST(L) を用いると次の定理が成立する． 

!
定理 4 ([1]). P を ST 内の結び目， C を S³ 内の結び目とし，Sat(P, C)を P と C から得られる
サテライト結び目とする．更に， P の ST 内のJones多項式を 　　　　　　　　　　 と置
く．このとき， 

!
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　. !!
定理 5. P を ST 内の結び目， C を S³ 内の充足な結び目とし，Sat(P, C)を P と C から得られ
るサテライト結び目とする．更に， P の ST 内のJones多項式を 　　　　　　　　　　 と置
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く．このとき， 

!
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  . !!
証明はここまでに紹介した全ての定理と補題に基づく． !
系 6. 特に， c(Sat(P, C)) > c(C) が成り立つ． 

!
　上記の系は1995年にKirby氏が作成した低次元トポロジーにおける問題集 [3] のProblem 

1.67をコンパニオン C が充足な場合に解決するものである． 

!!!
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